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　鳥羽駅からパールロードを東に行くと、安
あ

楽
ら

島
しま

町
ちょう

の道ぞいに「化石発見地」という標
ひょう

識
しき

があ

ります。すぐ近くに鳥羽竜
りゅう

の説明板と化石のレ

プリカ（模
も

型
けい

）があり、そこから階
かい

段
だん

を下りる

と、化石が見つかった海岸に出ます。

　１９９６（平成８）年７月、ここで発見された

化石は、全長１６～１８ｍ
メートル

、体重３１～３２ｔ
トン

もある草食恐
きょう

竜
りゅう

のもので、ティタノサウルスの

仲間と推
すい

測
そく

されています。見つかった場所にち

なんで「鳥羽竜」というニックネームがつけら

れました。生きていたのは、１億３８００万年

前ころ（中
ちゅう

生
せい

代
だい

白
はく

亜
あ

紀
き

前期）とみられ、現
げん

在
ざい

の

ような日本列島は、まだありませんでした。も

発見現
げん
場
ば
の海岸での化石採

さい
集
しゅう
会
かい
。

植物を食べていた「鳥羽竜」の復
ふく
元
げん
図
ず
。

鳥羽竜の大腿骨の化石。現在は三重県総
そう
合
ごう
博
はく

物
ぶつ
館
かん
で展

てん
示
じ
しています。

ちろん、人間は地球上のどこにもいない、はるかな大昔です。

　海岸に下りてみましょう。化石は黒っぽい岩の中から見つかり、ここに「松
まつ

尾
お

層
そう

」

という古い恐竜時代の地
ち

層
そう

が残っていたことが分かっています。

　今までに発見されたのは、右大
だい

腿
たい

骨
こつ

（ふとももの骨
ほね

）など１2個の骨で、頭の骨

や歯は見つかっていません。浜
はま

に転がっ

ている石などを探
さが

すと、貝の化石や草類

の化石を見つけることができます。

第６章  鳥羽の昔と今

安
楽
島
小鳥羽竜は

こんな姿
すがた
をしていた！
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　答
とう

志
し

島
じま

には古くから人がくらしていた遺
い

跡
せき

があり、力を持った豪
ごう

族
ぞく

の墓
はか

である古
こ

墳
ふん

がた

くさんあります。舟
ふね

で行き来する人々にとっ

て、海は「道」であり、良い港がある答志島

は志
し

摩
ま

地方の中でも進んだ地
ち

域
いき

の一つでした。

　和
わ

具
ぐ

港
こう

から潮
ちょう

音
おん

寺
じ

のわき道を行くと、７世

紀後半につくられた蟹
がに

穴
あな

古墳があります。こ

こからは高さが55c
センチ

m
メートル

もある須
す

恵
え

器
き

と呼
よ

ばれ

る陶
とう

器
き

の壺
つぼ

が出土し、国の文
ぶん

化
か

財
ざい

となってい

ます。

　山
さん

頂
ちょう

まで登ると、岩
いわ

屋
や

山
やま

古墳があります。

直径22ｍ
メートル

、高さ2.5ｍの円
えん

墳
ぷん

で、大きな石
せき

室
しつ

がほぼ完全な形で残り、市の史
し

跡
せき

に指
し

定
てい

され

ています。

　万
まん

葉
よう

集
しゅう

は、７００年代終わりごろにできあがった日本で一番古い歌集です。その

ころ都がおかれていた奈良には海がないので、都の人たちは伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

の海にあこが

れを持っていました。

　答志町の八
はち

幡
まん

神社入口に、万葉集の代表的な歌人・柿
かきの

本
もとの

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

の歌
か

碑
ひ

が建ってい

ます。刻
きざ

まれているのは、「答志の岬
みさき

で

は、今日あたり、お供
とも

の大
おお

宮
みや

人
びと

が美し

い藻
も

を刈
か

っていることであろうか…。」

という意味の歌です。

　この歌は６９２年、持
じ

統
とう

天
てん

皇
のう

が伊勢を

訪
おとず

れた時、都に残った人麻呂が情
じょう

景
けい

を思

いうかべて作った、とされています。

岩屋山古墳の天井は、大きな６枚
まい
の岩。

蟹穴古墳は上半分が失われています。

答志島をよんだ柿本人麻呂の歌碑。

答
志
小

岩屋山古墳は中が
石の部屋みたいに
なっているよ。
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　安
あ

楽
ら

島
しま

町の海岸で、１９７２（昭和

47）年から発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

が行われ、発見さ

れたのが贄
にえ

遺
い

跡
せき

です。その場所は、今は

ホテルの庭園になっていますが、およそ

５０００年前の縄
じょう

文
もん

時代中期から平安時

代まで、なんと約４０００年間も続いて

いた遺跡だったのです。

　各時代の土器とともに建物あとなども

数多く発見されました。中でも注目され

るのは、奈
な

良
ら

・平
へい

安
あん

時代の身分の高い役

人が身につけていた金
こん

銅
どう

製
せい

のベルトの金

具や、そのころ都の周辺でしか使われな

かった「和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

」などの貨
か

幣
へい

（お金）が

見つかったことです。当時ここには、都や役所と深いつながりを持った人々がいた

ことを示
しめ

しています。

　また勾
まが

玉
たま

など、祭りに関係の深いものも多数出土したことから、こ

こは漁
りょう

師
し

たちが住んでいた村ではなく、天
てん

皇
のう

や神の食べ物やお供えと

なる特別な海産物「贄
にえ

」をととのえる大切な場所であっただろうと考

えられています。

　奈良時代の都・平
へい

城
じょう

京
きょう

のあとから発掘された「木
もっ

簡
かん

」（木の札）の中

に、「志
し

摩
まの

国
くに

答
とう

志
し

郡
ぐん

和
わ

具
ぐ

郷
ごう

…御
み

調
つぎ

海
にぎ め

藻六斤
きん

…」と記されたものがありま

す。答志島の和具から、「調
ちょう

」（布
ぬの

や特産物で納
おさ

める税
ぜい

）として運ばれ

た海
かい

藻
そう

（干
ほ

しワカメ）に付けられた荷
に

札
ふだ

とみられています。

　志摩からは、干しアワビなどの貝類や海藻類、塩
しお

漬
づ

けや干
ひ

物
もの

にした

魚の加工品など、海産物が税として納められました。

　志摩国は、天皇に食べ物をささげる「御
み

食
けつ

国
くに

」として古くから知ら

れ、高級な海の幸の産地として認
みと

められていたのです。

金銅製のベルトの金具。 和同開珎。

贄遺跡はこの海岸から見つかりました。

奈良の平城京あとから出土した木簡。「答志郡」と記されています。

第６章  鳥羽の昔と今

答
志
小

安
楽
島
小
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　神
かみ

島
しま

の氏
うじ

神
がみ

である八
やつ

代
しろ

神社は港から約１５分、

２００段もの石
いし

段
だん

を登った高台にあり、海の神を

まつっています。

　神島は昔、東日本から伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

へささげる品
しな

物
もの

を運ぶ船が通る重要な地点でした。八代神社に

は、海がおだやかで何事もなく通れることを祈っ

て、多くの宝物が供
そな

えられました。

　その神
しん

宝
ぽう

には、銅
どう

鏡
きょう

、太
た

刀
ち

、馬
ば

具
ぐ

などの道具、陶
とう

器
き

などがあります。中でも古墳時代から平安時代の鏡が64面もあります。国の重要文
ぶん

化
か

財
ざい

に指定され、宝
ほう

物
もつ

館
かん

で保
ほ

管
かん

されています（ふだんは非公開）。

　鳥羽は、もとは「泊
とまり

浦
うら

」「泊
とまり

」といわれ、昔から船が泊
と

まるのに適した波静かな港で

した。しかし、港町として全国的に名が知られるのは、江
え

戸
ど

時代になってからです。

江戸（今の東京）の町が発
はっ

展
てん

すると、食料品など生活物
ぶっ

資
し

を大阪から運ぶたくさんの

船が「海の東海道」を行き交
か

うようになりました。鳥羽港には、大阪からの船も、江

戸からの船も必ず泊まり、薪
まき

や水を補
ほ

給
きゅう

し、船
ふな

出
で

の風
かぜ

待
ま

ち・日
ひ

和
より

待
ま

ちをしたのです。

　ＪＲ鳥羽駅近くにある日和山の展望台には、八角形の方位石があります。船
せん

頭
どう

た

ちは、風向きや雲の流れる方角

を方位石から読んで、船出を決

めました。いい風に乗れるか、

暴
ぼう

風
ふう

雨
う

にあわないか、船と船員

たちの命がその判
はん

断
だん

にかかって

いたのです。

古墳時代の銅鏡。

帆
ほ
を下

お
ろした船が泊まる江戸時代の

鳥羽港。（歌
うた
川
がわ
広
ひろ
重
しげ
の絵）

日和山にある方位石。12の
方位が刻

きざ
まれています。

鳥
羽
小

神
島
小

昔は天気予報が
なかったから、
自分で判断したんだね。
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　１６３３年、九
く

鬼
き

氏が国
くに

替
が

え

によって鳥羽を去ると、徳川家

の家臣であった内
ない

藤
とう

忠
ただ

重
しげ

が城主

になります。忠重は、鳥羽城に

二の丸・三の丸を増
ぞう

築
ちく

して、二

の丸に御
ご

殿
てん

をつくるなど、城内

を整
せい

備
び

しました。

　内藤氏は３代続いて城主にな

り、鳥羽が海上交通の重要な港

であることから、菅
すが

島
しま

に今の灯

台にあたる篝
かがり

堂
どう

を建てて、その

経
けい

費
ひ

が幕
ばく

府
ふ

から支
し

給
きゅう

されるよう

にするなど、鳥羽を大阪と江戸

を結ぶ航
こう

路
ろ

の港町として繁
はん

栄
えい

さ

せました。

　１６８０年、内藤氏が江
え

戸
ど

で

殺
さっ

傷
しょう

事件を起こし、領
りょう

地
ち

が没
ぼっ

収
しゅう

となって、鳥羽はしばらくの間、

幕府の領
りょう

地
ち

になります。そして

翌
よく

年
ねん

から土
ど

井
い

氏、松
まつ

平
だいら

（大
お

給
ぎゅう

）氏、板
いた

倉
くら

氏、松平（戸
と

田
だ

）氏と、次から次へ城主が替
か

わりました。

　１７２５年に稲
いな

垣
がき

氏が城主になると、幕末まで８代、１４０年あまり鳥羽を治め

ました。この間には、病気の流行や津波などの災
さい

害
がい

が多くおこりました。鳥羽藩
はん

は

田畑が少なかったので、大
だい

規
き

模
ぼ

なボラ漁を営
いとな

んだりして藩の収
しゅう

入
にゅう

を支
ささ

えました。　

　　　　　

6代城主の土井利
とし
益
ます
。10年間

城主をつとめました。
8代城主の板倉重

しげ
治
はる
。８年間

城主をつとめました。

第６章  鳥羽の昔と今

鳥
羽
小

稲垣氏の墓
ぼ
所
しょ
。常
じょう
安
あん
寺
じ
の九鬼家の墓所のとなりにあります。

鳥羽城主になった
殿様は
何人いたのかな？
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　海辺にある鳥羽は、記録によると、何度も地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

におそわれています。とくに１８５４

年に起こった「安
あん

政
せい

の大地震」では、鳥羽藩
はん

内
ない

で

おぼれ死んだ人とけが人を合わせて約１００人、

流されたりこわれたりした家の被
ひ

害
がい

が約９００軒
けん

あったといわれます。

　パールロードを下りた浦
うら

村
むら

町今
いま

浦
うら

では、波打ち

際
ぎわ

で高さ約６ｍ
メートル

の津波が、海岸から５００ｍ奥
おく

ま

でおしよせ、死者子ども一人、流された家３５軒

という被害が出ました。集落を見下ろす大
たい

江
こう

寺
じ

下

の道路わきには「大
おお

津
つ

浪
なみ

塩
しお

先
さき

標
ひょう

柱
ちゅう

」と刻
きざ

まれた石

柱が建ち、津波がここまで来た、と示しています。

　となりの浦村町本
もと

浦
うら

でも、海面から高さ５ｍほ

どの津波によって、５６軒の家とボラ漁の網
あみ

や船が

流されました。高台にある清
せい

岩
がん

庵
あん

の境
けい

内
だい

には「津

波の碑
ひ

」が建ち、「大津波はこの寺まで達した。幸

い死んだ者はなかったが１か月ほど粗
そ

末
まつ

な住まい

ですごし、たいへん苦労した。」と刻まれています。

　また、太平洋につき出た国
く

崎
ざき

町では、高さ２１

ｍもの大津波におそわれ、６人の死者を出し、家

４軒と網や船の大部分

が流されました。坂の

上にある常
じょう

福
ふく

寺
じ

の境内

には「津波流
りゅう

失
しつ

塔
とう

」が

建てられ、この被害を

永
なが

く伝えようとする当

時の人の思いが刻まれ

ています。

今浦・大江寺山門下の「大津浪塩先標柱」。

本浦・清岩庵の門わきにある「津波の碑」。

国崎・常福寺にある「津波流失塔」。

鏡
浦
小

弘
道
小

ほかの地区にも、
津波被害のようすが
伝わっているかも
しれないね。
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　１８００年代後半になると、日本の沿
えん

岸
がん

に外国船がさかんにやって来るように

なり、幕
ばく

府
ふ

は全国の藩
はん

に港や海岸をきび

しく警
けい

備
び

させました。

　鳥羽藩では、菅
すが

島
しま

、安
あ

楽
ら

島
しま

、御
ご

座
ざ

（志
し

摩
ま

市
し

）など各地の岬
みさき

に大
たい

砲
ほう

をそなえて守

りを固めました。伊勢湾の入り口にあた

る鳥羽港付近には１０か所あまりの砲台

がつくられました。

　その一つが、坂手島西側の岬
みさき

（田の崎）に残る砲台跡
あと

です。今はホテルの庭園に

なっていますが、三重県指定の史
し

跡
せき

を示
しめ

す説明板が立っています。

　江
え

戸
ど

時代、鳥羽は江戸と大阪を結ぶ海路の要所であると同時に、周辺には海の難
なん

所
しょ

があるところとして知られていました。幕府は、菅
すが

島
しま

と神
かみ

島
しま

にかがり火を燃やす

篝
かがり

堂
どう

や燈
とう

明
みょう

堂
どう

をおいて目印とし、鳥羽港に入る船の安全をはかりました。

　明治になって篝堂が廃
はい

止
し

され、建てられたのが灯台です。菅島の北側にある白い

レンガ造
づく

りの灯台は、１８７３（明治６）年に国産のレンガで建てられた、日本にあ

る一番古い洋式灯台で、国の登録有形文化財
ざい

です。イギリス人技
ぎ

師
し

が設
せっ

計
けい

し、完成

の式には西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

も訪
おとず

れたとされています。

　１９１０（明治４３）年には神島灯台も点灯を始めました。

菅島灯台。神島灯台とともに「日本の灯台50選」
に選ばれています。

篝堂の模
も
型
けい
。（海の博物館展

てん
示
じ
）

第６章  鳥羽の昔と今

鳥
羽
小

菅
島
小

坂手島の砲台跡。

菅島灯台の中は、
「しろんご祭り」の日に
見学できるよ。
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　明治の初めごろ、鳥羽には、陸上交通は荷
に

車
ぐるま

や人
じん

力
りき

車
しゃ

しかありませんでした。初めて鉄

道が敷
し

かれたのは、１９１１（明治４４）年、

国
こく

鉄
てつ

（今のＪＲ）参
さん

宮
ぐう

線の宇
う

治
じ

山
やま

田
だ

～鳥羽間

が開通した時です。

　当時は海上交通でも、蒸
じょう

気
き

船
せん

が熱
あつ

田
た

（名古

屋）～鳥羽間などの運行を始めていました。

鳥羽へは、春・秋は修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

の団
だん

体
たい

が、夏は

海水浴や避
ひ

暑
しょ

の人が、また新年には伊
い

勢
せ

神宮

に参
さん

拝
ぱい

して足をのばす人など、多くの観光客

が訪
おとず

れるようになり、旅館も増えていきまし

た。そのころの鳥羽観光の中心は、島々のな

がめが美しい鳥羽湾
わん

の遊
ゆう

覧
らん

だったそうです。

　大正時代になると、鳥羽と志
し

摩
ま

を結んで乗
のり

合
あい

自動車（バス）の運行が始まり、１９２９

（昭和４）年には、志摩電鉄（今の近鉄志摩線）の鳥羽～賢
かしこ

島
じま

間が開通しました。

　１９３４（昭和９）年に日
ひ

和
より

山にエレベーターがつくられると、参宮線の鳥羽駅

は、志摩への玄
げん

関
かん

口
ぐち

として、また名古屋・大阪・京都など大都市からの終着駅とし

て、観光客でにぎわいました。

鳥羽駅に着いた蒸気機関車。

赤崎駅（今の近鉄、志摩赤崎駅）に着いた志摩電。

国鉄鳥羽駅と日和山エレベーター。

このころ鳥羽にも、
蒸気機関車が
走っていたんだね！
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磯
部
町

浜
島
町

的矢湾

英虞湾

贄
湾神

前
湾

古
和
浦
湾

五
ヶ
所
湾

鳥羽湾
外宮

内宮内宮

外宮
げ くう

ないくう

まと や わん

あ　ごわん

い　せ

し　　ま

みなみ い　せ

神島神島

見江島

渡鹿野島

菅島坂手島

答志島

南伊勢町
志摩市

鳥羽市伊勢市

朝
熊
ヶ
岳

朝
熊
ヶ
岳

見江島

弁
天
島

弁
天
島

渡鹿野島

菅島坂手島

答志島

間
崎
島

間
崎
島

あ
さ
ま
が
だ
け

ご 

か
し
ょ
わ
ん

に
え
わ
ん

か
み
さ
き
わ
ん

 

こ  

わ 

う
ら
わ
ん

 み え

わたかの

さかて すが

とうし かみ

べ
ん
て
ん

ま
さ
き

特別保護地区特別地域 普通地域

22

ほ ご ふつう

　菅
すが

島
しま

の北西の山
さん

頂
ちょう

と、神
かみしま

島の東側の高台にある

監
かん

的
てき

哨
しょう

跡
あと

は、日本が外国と戦争したときに建てら

れて今も残る「戦争遺
い

跡
せき

」です。

　ともに１９２９（昭和４）年ごろ、対岸の伊
い

良
ら

湖
ご

（愛知県）にある試
し

砲
ほう

場
じょう

からうった砲
ほう

弾
だん

が海上

のどこまで届
とど

くかを確
かく

認
にん

するために、旧
きゅう

陸
りく

軍
ぐん

によ

って建てられました。

　コンクリート造
づく

りの建物の上からは、広い海が遠くまで見わたせます。神島の監

的哨跡は、三
み

島
しま

由
ゆ

紀
き

夫
お

の小説『潮
しお

騒
さい

』の重要な舞
ぶ

台
たい

として有名になりました。

　１９４６（昭和２１）年、伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

国立公園は１３番目の国立公園として誕
たん

生
じょう

し

ました。「志摩を国立公園に」という運動は昭和の初めごろからありましたが、戦争

により中
ちゅう

断
だん

され、戦後になって、今の鳥羽市・志摩市の全域と、伊勢市と南伊勢町

の一部分が、合わせて戦後初の国立公園に指定されたのです。

　全域が国立公園にふくまれる鳥羽市の中でも、とくに自然のままの景色が残る離
り

島
とう

など、一部は大切な特
とく

別
べつ

地
ち

域
いき

に指定されています。

伊勢志摩国立公園を代表する美しい
鳥羽の海のながめ。

伊勢志摩国立公園エリア

第６章  鳥羽の昔と今

神
島
小

菅
島
小

神島の監的哨跡。２階建ての屋上から海
が見わたせます。
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　１９５４（昭和２９）年１１月１日、それまでの志
し

摩
ま

郡
ぐん

鳥羽町と、加
か

茂
も

・長
なが

岡
おか

・

答
とう

志
し

・鏡
かがみ

浦
うら

・桃
もも

取
とり

・菅
すが

島
しま

・神
かみ

島
しま

の旧７村が合
がっ

併
ぺい

して、鳥羽市が誕
たん

生
じょう

しました。

　当時の人口は３万人あまりで、産業では、自然条
じょう

件
けん

に恵
めぐま

れた鳥羽港を中心に、海

運業や水産業、造
ぞう

船
せん

をはじめとする工業、加茂地区を中心とする農業があり、そし

てもっとも将
しょう

来
らい

が期待されたのが観光業でした。

　１９５１（昭和２６）年にミキモト真
しん

珠
じゅ

島
しま

が開島し、１９５５（昭和３０）年に

鳥羽水族館が開館したころから、「鳥羽湾
わん

めぐり―真珠島―水族館」が新しい観光ル

ートになり、鳥羽は海洋観光都市として発
はっ

展
てん

していきます。

　レジャー施
し

設
せつ

や旅館・ホテルがつくられ、また伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

スカイラインやパールロ

ードの開通、名古屋・大阪・京都と直通特急で結ぶ近鉄鳥羽線の開通など、道路・

鉄道が整
せい

備
び

されました。こうして鳥羽には、「海
あ

女
ま

と真珠のふるさと」の魅
み

力
りょく

ある観

光地として、国内ばかりでなく海外からも多くの観光客が訪
おとず

れるようになったので

す。

にぎわった鳥羽湾めぐり。（昭和40年代）

開館当初の鳥羽水族館。

完成した当時の市役所庁
ちょう
舎
しゃ
。左下は旧役場の建物。

人口は、今より１万人以
上も多かったんだね。
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　鳥羽市には、国
こく

際
さい

的
てき

な観光地として国内外から多

くの観光客が訪
おとず

れています。１９６６（昭和４１）

年には、アメリカ・カリフォルニア州のサンタバー

バラ市と姉
し

妹
まい

都
と

市
し

になり、交
こう

流
りゅう

をしています。

　また、２０１６（平成２８）年には「G7伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

サミット」が志摩市で行われ、世界のリーダー

が伊勢志摩に集まりました。このときミキモト真
しん

珠
じゅ

島
しま

では「配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

プログラム」が催
もよお

され、参加国

首
しゅ

脳
のう

の夫人など4人を迎
むか

えて、海
あ

女
ま

をはじめ地元

の人たちが、太
たい

鼓
こ

の演
えん

奏
そう

や踊
おど

りでおもてなしをし

ました。

　最近では、サミットによって伊勢志摩は海外で

も知られるようになり、外国人観光客も増
ふ

えてき

ています。特に、海女漁は注目されており、海女

に会える海女小屋の体験施
し

設
せつ

は外国人観光客に人

気です。

　これからも、よりたくさんの人たちに来てもら

えるように、鳥羽では、外国語の観光案内や車イ

スへの対
たい

応
おう

など、外国人やハンデのある人も楽しめる工夫を進めています。

　美しい自然と豊
ゆた

かな海の幸は、昔から続く鳥羽の魅
み

力
りょく

です。それらをこわさない

ように守っていきながら、国際的な観光のまちをめざしています。

第６章  鳥羽の昔と今

ミキモト真珠島で、サンタバーバラ市か
ら訪れた一行と交流。

サンタバーバラ市を訪問した鳥羽市の中
学生たちの一行。

伊勢志摩サミットで、
参加国首脳の夫人など
と記念さつえい。
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